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第７５回入学式

４月９日（金）に，令和３年度仙台市立第二中学校第７
５回入学式を挙行いたしました。新入生１００名を迎え，
全校生徒３０６名での学校生活がスタートしました。
ＰＴＡ会長佐藤芳文様からの御祝辞は紙面のみとさせて

いただくなど，コロナ感染症対策の工夫を必要とされた入
学式でしたが，新入生を代表して I・Y さんが立派に
誓いのことばを読み上げました。新入生のこれからの活躍
を大いに期待しています。
以下に校長式辞の一部を紹介いたします。

校長式辞（抜粋）

今年は，例年になく早い春の訪れとなり，北門の枝垂れ桜は満開で今日，この日を祝福してくれています。す
てきな，この春の日に，１００名の新入生を迎え，第７５回入学式を挙行できますことを，大変うれしく思います。
新入生の皆さん，入学おめでとうございます。この日を心待ちにしていました。
保護者の皆様，お子様の御入学を心からお喜び申し上げます。
新入生の皆さんに，入学に当たってお話をします。
この二つの作品を見てください。 （→右のスライドを上映）

好みは，どちらですか？
皆さんはこれからの中学校生活で，先生方と，そして，周りの友達とい

ろんな言葉をかわします。立ち止まって，「言葉」をどのように受け止めて
いるかということを考えてみましょう。「歩む」字面だけは誰でも読めます。
そして，左の字は白黒がとてもはっきりしています。しかし，私はむしろ，右の
ような「にじみ」が大事だと思うんです。
発せられる「言葉」。そこには，相手の「思い」や「願い」がにじみ出ています。「その言葉にはどんな思いが込

められているのだろう」「なぜこの言葉が発せられたのだろう」と考えてみることが大事です。
３年間，言葉を感じ取る心をいっぱい磨いて，コミュニケーションを深め，自分という「人間」を意識して磨いて

いきましょう。
（中略）
みんな，心の中でいろいろ戦って，頑張って，一歩一歩，前に進んでいきます。自分の弱さを強くしていきます。

中学校生活は，これまで以上に，勉強も，部活も，踏ん張って，挑戦しなければならないことも出てきます。でも，
その踏ん張りこそが必ず，３年後，ここを巣立つとき，大きく自分を変えてくれます。
一歩一歩でいいです。弱さを乗り越えて，１センチでも，２センチでも，前に進むことを重ねていきましょう。
そして，あなた方の力で，この第二中学校に新しい伝統を創り上げるんだという，自負を持って，３年間，精進

してください。
さて，保護者の皆様，今日，お子様は，中学校生活へのスタートラインに立ち，未来の可能性に向かって確

かな一歩を踏み出しました。お子様が新しい自分の道を歩き始めます。「子供たちが成長するためには何が大事
か」その視点をお互いに共有にしながら，保護者の皆様との連携を密に図ってまいりたいと思います。御理解と
御協力を賜れればと存じます。私ども教職員も最大限の努力を積み重ねてまいる所存でございます。
新たなスタートに当たり，ここに，力を合わせて前へ進むことを皆さんで確認し合って，式辞といたします。

４月８日（木） 着任式・始業式
コロナ感染症対策のため，放送室から各クラス

へリモート中継による式としました。着任式では
生徒会長の Ｋ・Ａさんから二中の紹介を，始業
式では第２学年代表 Ｈ・Ｍさん・第３学年代表
Ｓ・Ｋさんが新年度の抱負を発表しました。

仙台市立第二中学校

学校だより
http://www.sendai-c.ed.jp/~nityu/



４月１３日（火）
仙台市標準学力検査 ４月９日（金）

全生徒が真剣に検査に臨みました。 本年度も Ａ 様に玄
関へ花を生けていただいていま
す。今月の花は，八重桜 デル
フィニウム カラー ルスカス で
す。
皆様，御来校の際はぜひご

覧下さい。

◆令和３年度 仙台市立第二中学校教職員 紹介
今年度の教職員を紹介いたします。よろしくお願い申し上げます。

校 長 岩 田 光 世 事 務 木 村

教 頭 木 技 師 鈴 木
教 務 主 任 関 嘱 託 技 師 小笠原

生徒指導主事 今 松 齋 藤

研 究 主 任 阿久津 給 食 パート 小 堺

進路指導主事 齋 藤 髙 橋

防 災 主 任 金 子 代 替 パート 岡 田

管 理 主 任 首 藤 図 書 事 務 市 川
保健主事・養護教諭 宮 本 青 木

不登校支援 CO 阿久津 スクールカウンセラー 宮 前

拠点校指導教員 二 木 さわやか相談員 森 谷

Ａ Ｌ Ｔ ジェシカ

第１学年 第２学年 第３学年
主 任 高 橋 （国） 黒 澤 （理） 管 野 （理）

副主任 鈴 木 （英） 中 澤 （音） 齋 藤 （英）

１組 鈴 木 （英） 澤 田 （英） 小 野 （美）

２組 宮 川 （数） 籔 内 （数） 佐 藤 （数）

３組 亀卦川 （社） 秋 葉 （保） 伊 藤 （社）

副担任 阿久津 （数） 二 木 （拠点校指導教員） 濱 中 （国）

首 藤 （特） 橘 （特） 金 子 （特）

外 国 人 支 援 員 橋 本（家）

特 別 支 援 橘（知的），○首藤（情緒），金子（肢体）
分 校 ○星，佐藤，早川

管理校医：菊地 徹， 内科校医：菊地 徹， 耳鼻科校医：綿谷 秀弥

眼科校医：千田 靖， 歯科校医：田中 善実， 薬 剤 師：安積 英範

部活動顧問一覧

部 活 動 顧 問 部 活 動 顧 問

陸上（男・女） 亀卦川 ・ 秋葉 水泳（男・女） 首藤 ・ 佐藤

野球 阿久津 ・ 齋藤 吹奏楽 中澤 ・ 鈴木

ソフトテニス（女） 管野 ・ 籔内 文芸（美術班） 小野 ・ 早川

バスケットボール（男） 関 ・ 星 文芸（写真班） 金子 ・ （佐藤）

バスケットボール（女） 伊藤 ・ 濱中 特支卓球 橘・首藤・金子

バレーボール（女） 佐藤 （駅伝） 亀卦川，関，秋葉，宮川，濱中

バドミントン（男・女） 黒澤 ・今松 ・高橋 （スキー） 今松，伊藤華
卓球（男・女） 橘 ・ 澤田 （体操，ｱｲｽﾎｯｹｰ) 秋葉，早川，関
剣道（男・女） 宮川 ・ 二木

※個人情報保護のため，不当な利用，複写及び複製等をしないようにお願いいたします。


